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分譲マンション管理セミナー



マンション防災

都内では、約900万人の都民がマンション等の共同住宅に住んでいます。
耐震基準を満たしたマンション等は、被害が軽微であれば在宅避難が可能となります。在宅避難を継続するためには、各家
庭とマンション全体での備えが必要です。



マンション防災



東京とどまるマンション制度

「東京とどまるマンション」に登録している分譲マンションの管理組合や賃貸マンションの所有者等が、防災備蓄資器材を購入す
る費用の補助する制度です（2024年度）。



町田市における地震災害の想定

震災時の家屋倒壊や家具が倒れている室内の様子
（東京消防庁提供）



大規模な地震などの災害が発生した場合には、火災が同時に多発し、消火活動や救助活動の要請が殺到、その上道路などの損壊・交通渋滞・停電や断水などにより消防機
関の活動は著しく制限されることとなります。
このような、住民自身による初期消火活動や被災者の救出救護・避難誘導など、自主的な防災活動が必要となった時に活動する地域組織が自主防災組織です。
多様な視点で取り組むために女性や若者、高齢者といった様々な人も積極的に活動に参加しましょう。

熊本地震発災時に自主防災組織が活躍しました！

2016年に発生した熊本地震では、自主防災組織により避難誘導や避難施設の開設が行われた事例がいくつも
報告されています。

自主防災組織が避難施設を開設・運営！！

～川後田自主防災会・加勢自主防災会～

〇活動内容
・避難施設を開設し、住民を誘導 ・炊き出しを実施
・住民全員の安否確認を実施 ・危険物の撤去や施設内を清掃

〇避難施設運営を円滑にしたポイント
①住民一人一人の特技を生かす
看護師による衛生管理、有志による建物解体や炊き出しなど、それぞれの得意な分野の役割を担ってもらうこと
で様々な問題を解決した。
②地域行事が活発
発災前から祭りなどの地域行事を頻繁に行っており、住民のつながりが維持された。
③日頃の備え
川が近いため、予防訓練を頻繁に行っていた。実践的な経験の積み重ねを地震の時にも生かすことができた。

〇課題
・避難施設にテレビがなく、最新情報の収集ができなかった。→防災ラジオなどの情報収集手段を確保する。
・支援物資が実際の需要よりも多く届き、配布が滞った。→物資の保管や配布の要領を再確認する。

（熊本県ホームページより抜粋）

自主防災組織の役割 ～自分たちのまちは自分たちで守る～



自主防災組織補助金制度（2024年度）

①自主防災組織補助金

⇒一組織16,000円＋世帯数×100円

※市内には、約300の自主防災組織があります

②非常用電源等資器材購入費補助金（都補助）

⇒発電機や蓄電池購入に対して、補助金額の2分の1（上限75,000円）

③コミュニティ助成事業（地域防災組織育成助成事業）について（自治総合センター）

⇒一定地域の住民が当該地域を災害から守るために自主的に結成した組織又はその連合体が行う災害の被
害防止活動及び軽減活動に直接資するものの整備に関する事業。【30万円～200万円】



役職の例 平常時の活動例 非常時の活動例

本部

・組織全体の調整

・規約や年間活動計画の作成

・防災訓練の企画

・対策本部の設置

・各班への活動態勢の指示

・各班間の調整（優先順位の決定や応援の指示）

・他の自主防災組織や町田市との連絡調整

情報班

・防災に関する知識や情報を掲載したチラシの作

成や配布

・防災マップの作成

・地域の被害状況などの情報収集及び住民

への情報伝達

・住民からの意見や要望の収集

消火班
・消火器の維持管理

・街頭消火器などの消防水利の設置位置の確認

・消火器やスタンドパイプなどを活用した

初期消火活動の実施

救出・
救護班

・負傷者の救出や搬送方法などの熟知

・救助用資機材や応急救護に必要な物品の管理

・災害時要配慮者の把握

・負傷者の救出や応急手当の実施

・救護所や医療機関への搬送指示

避難
誘導班

・最寄りの避難施設までの安全な避難ルートの

策定

・災害時要配慮者の把握及び支援計画の策定

・避難ルートの安全確認

・要配慮者の安否確認及び避難施設などへ

の誘導

給食・
給水班

・各家庭での食料などの備蓄の啓発

・備蓄食料や飲料水などの確保及び管理

・災害時食料品配布計画の策定

・給食給水資機材の取扱い方法の熟知

・炊き出しの実施や救援物資の配布

災害が発生した時のために、普段からまち歩きを行い、地域の特性
を把握しておきましょう。地域の防災マップの作成や防災訓練実施の
ほか、所有している資機材の動作点検や消火器などの設置場所を
知っておくことも重要です。いつ災害が起こっても対応ができるよう、
情報の収集・伝達の方法を共有し、各自が担う役割について理解して
おきましょう。

自主防災組織の活動例

～自主防災組織を作りませんか？～
自主防災組織がない地域は新しく編成することができます。
町田市ホームページをご覧いただくか防災課までお問合せください。
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